
「
人
が
い
き
い
き
と
す
る
環
境
を
創
造
す
る
」 

　

大
成
建
設
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
理
念
を
追
求
し
続

け
、
自
然
と
調
和
し
た
、
次
世
代
の
夢
と
希
望
に
溢

れ
た
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、

と
り
わ
け
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）地

域
に
お
け
る
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る

当
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

当
社
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
わ
り

　

当
社
の
海
外
事
業
の
歴
史
は
長
く
、
古
く
は
明
治

時
代
の
台
湾
に
お
け
る
鉄
道
工
事
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
い
て
も
、
１
９
５
９
年

に
ホ
テ
ル
建
設
の
た
め
に
日
本
の
建
設
会
社
と
し
て

初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

今
日
に
至
る
ま
で
長
い
関
わ
り
を
築
い
て
い
る
。

　

１
９
６
７
年
に
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
半

世
紀
以
上
の
関
係
に
あ
る
中
、
こ
れ
ま
で
経
済
状
況

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
幾
度
と
な
く
浮
き
沈
み
を
経

験
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
地
の
文
化
や
商

習
慣
の
理
解
が
深
ま
り
、
ま
た
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
・
成
長
も
相
ま
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
現
在
、
当
社
の
海
外

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
部
分
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
集

中（
営
業
所
・
連
絡
所
７
拠
点
、
現
地
法
人
６
拠
点
）

し
て
お
り
、
当
社
の
海
外
事
業
の
中
核
を
な
す
地
域

と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
事
業
展
開
と
し
て
は
、
日

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
道
路
・
橋
梁
・
港
湾
・
空
港
・

電
力
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
や
本
邦
企
業
の
海
外

進
出
に
伴
う
建
設
事
業
を
中
心
に
手
掛
け
て
き
て
い

る
。
古
く
は
、
１
９
８
８
年
に
完
成
し
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
チ
ラ
タ
水
力
発
電
所
１
期
工
事
、
近
年
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ノ
イ
バ
イ
国
際
空
港
工
事
、
ラ
オ
ス
・

セ
コ
ン
橋
工
事
等
を
施
工
し
て
き
て
お
り
、
現
在
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
施
工
中
の
延
長
２０
kmに
及
ぶ
南

北
通
勤
鉄
道
工
事
は
、
今
ま
さ
に
最
盛
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
、

地
下
鉄
工
事
等
の
現
地
政
府
資
金
に
よ
る
重
要
イ
ン

フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
日
本
の
技
術
を
活
か
し
て
継

続
的
に
受
注
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
今
も
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き
い
地
域
で
あ
る
も
の
の
、

今
後
も
当
社
の
海
外
事
業
の
注
力
地
域
と
し
て
事
業

展
開
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
な
お
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
関
し
て
は
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
対
応

方
針
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
て

　

２
０
１
９
年
６
月
、
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る
Ｇ
20
原

則
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
原
則
に
も
あ
る
通
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
需
要
に
量
的
に
対
応
す
る
の
み
な

ら
ず
、
透
明
性
、
開
放
性
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
か
ら
み
た
経
済
性
、
債
務
持
続
可
能
性
等
を
考
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
、

当
社
が
提
供
し
て
い
る
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
の

主
な
価
値
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　
①
高
い
技
術
力

　

当
社
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
う
え
で
、

大
成
建
設
専
務
執
行
役
員
・
国
際
支
店
長

平ひらの
野
啓けいじ
司

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

─
大
成
建
設
の
取
り
組
み
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特集 新時代の日ASEAN関係
─連携と協創による持続可能な社会の実現に向けて

　
④
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
廉
性

　

世
界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
流
れ
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
求
め
ら
れ
る
中
、
日
本
の
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
は
、

使
い
や
す
く
長
寿
命
で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境
負
荷

や
維
持
管
理
手
間
を
低
減
で
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
抑
制
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
い
て
は
、
複
数
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待
さ
れ
る
。

　
⑤
強
靭
性

　

大
規
模
な
地
震
や
台
風
等
に
よ
る
風
水
害
が
多
い

我
が
国
で
培
わ
れ
た
防
災
・
減
災
に
関
す
る
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
も
あ
り
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
い
て
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
強
靭
性
を
有
し

て
い
る
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
、
災
害
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め
、
復
旧
・

復
興
へ
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

最
後
に

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
近
年
の
高
い
経
済
成
長
と
さ
ら

な
る
発
展
の
潜
在
性
か
ら
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
地
域
で
あ
る
。
当
社
の
長
年
に
わ
た
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
、
多
少
な
り
と
も
当
該
国
の
経
済
発
展

の
原
動
力
と
な
り
、
人
々
の
生
活
水
準
の
向
上
の
一

助
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
大
変
光
栄
な
こ
と
で

あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
を
深

化
し
、
よ
り
一
層
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
望
ま
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

引
き
渡
し
後
即
日
開
港
」
を
実
現
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
内
外
の
都
市
や
拠
点
間
の
人
や

物
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
、
長
期
的
な
経
済
発
展
に

繋
が
る
こ
と
、
即
ち
連
結
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
る
。

　
③
技
術
移
転
・
人
材
育
成

　

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
日
本
の
高
い
技
術
を

一
方
的
に
適
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
技
術
者

が
丁
寧
に
指
導
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
技
術
移
転
を

行
う
と
と
も
に
、
現
地
人
材
・
企
業
の
育
成
に
も
貢

献
し
、
相
手
国
の
持
続
可
能
な
成
長
の
た
め
の
基
盤

づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
特
に
近
年

の
事
業
展
開
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
カ
ル
大
手
企
業
等

と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
む
こ
と
を
基
本
と
し
、
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
へ
の
技
術
移
転
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

「
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
」
と
し
て
最
も
大
事

に
し
て
い
る
の
が「
技
術
」で
あ
る
。先
人
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た「
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ

り
」は
、質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
も
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
相
手
国
の
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

環
境
や
防
災
、安
全
面
に
も
配
慮
し
つ
つ
、経
験
に
裏

付
け
ら
れ
た
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
期

短
縮
を
実
現
し
た
り
、
使
い
や
す
く
長
寿
命
の
イ
ン

フ
ラ
を
構
築
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
②
確
実
性

　

高
い
技
術
力
と
も
関
連
す
る
が
、
日
本
企
業
な
ら

で
は
の
工
期
等
契
約
事
項
の
確
実
な
履
行
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
・
ノ
イ
バ
イ
国
際
空
港
工
事
に
お

い
て
は
、
開
業
予
定
を
３
カ
月
早
め
、
竣
工
４
カ
月

前
か
ら
各
種
機
器
類
の
動
作
確
認
や
シ
ス
テ
ム
の
連

携
検
証
等
の
検
査
を
行
う
こ
と
で
、「
早
期
竣
工
と
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